
世界の経済システムを考えたとき、地方自治の問
題はおそらく最も難しい議論になるでしょう。と言い
ますのは、ほとんどの国・地域では、中央集中が構
造上、一般化した現象になっているからです。
世界システム論で知られるアメリカの社会学者・
歴史学者ウォーラーステインさんは、近代世界システ
ムというのは中央が周辺を搾取する構造で成り立って
いる、と主張しています。日本では東京一極集中が
顕著で、地方の若者が大都会に流れています。地方
に仕事がない、あるいはおもしろそうだからと都会に
やって来る。ただ、都会は格差が大きく、経済的に
不安定な生活をしている人も多いので、結婚できず
に子どもが生まれない傾向があります。東京一極集
中が人口減の悪循環をもたらしているように見えます。
人が流出していく地方の現状に、歴代内閣は地方
創生などの旗振りをしてきたものの、今の資本主義
経済には中央集中のメカニズムが組み込まれていま
すので、抵抗するのが極めて難しいのです。私はま
ず、市町村長のみなさんに、これで地方を創生でき
るといった知恵は持ち合わせていないと申しておか
なければなりません。今日は、経済を主体に、自分
たちが世界でどのようなポジションに位置しているの
か、冷静かつ客観的に見つめ直していただけるよう
な話をしたいと思っています。

- 自らを知るには--------

私は15年ほど前から主にビジネスリーダー向けの
リベラルアーツ教育を催しています。日本のビジネス
パーソンは、仕事をさせたら優秀ですが世界の常識
がない、という声を外国人から聞くことがありました。
一緒に晩の食事をしても話題がなくおもしろくないの

だそうです。日本人にすれば横メシを食うのはつら
いよね、みたいな感じになっている。端的に言えば
会話の中身がないということでしょう。戦後、マッ
カーサーが日本の歴史、道徳、地理を教えるなとい
う三教科停止命令を出し、教育改革の基礎としまし
た。歴史には古事記などの神話も含まれます。神話
というのは民族の考え方、価値観、いわゆるエート
スを色濃く反映しています。欧米の子どもたちはギ
リシャ神話を学んで世界というものに触れますが、日
本人は生まれ育った土地の神話を知らないうえに、
地理、ここでは地政学的発想と表現しますが、その
発想にも疎い。つまり日本人は、世界を相対的に見
る力が弱いのだと思います。
中曽根康弘さんはヨーロッパのある大統領と食事

した時、旧約聖書の創世記の話を持ち出し、相手か
ら感心され仲よくなったそうです。自国のことも相手
国のことも知って談義を重ねる。その意味でも、リベ
ラルアーツ教育は重要だと私は思っています。神話
や哲学、宗教も勉強します。義務教育にせよ大学教
育にせよ、日本人はリベラルアーツ的な教育をほとん
ど受けておらず、なるべく早く専門課程に入って専
門的知識を身につけるべきであるという風潮が強い
のです。教養教育を軽視するのは由々しきことだと
思います。人は何か観察の対象物を見つめるとき、
自分なりの一定の判断をします。自分という存在は、
特定の文化的土壌で育っていますから、一人ひとり、
国や地域によって見方に違いがあります。自分の文
化的な偏りなどを理解するためには、他者の目で自
分の思考の体系というものをとらえてみるとよいので
す。私は57歳のころ、20歳のなったばかりのプロゴ
ルファーのセルヒオ・ガルシアさんとチームを組んで、
ゴルフをしたことがあります。たまたま最終ホールで

激動する世界経済と激動する世界経済と
地方自治地方自治

市町村長特別セミナー ～自治体経営の課題～・地域経営塾

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社理事長　 中谷　　巌
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私だけがパーオンして、入れれば優勝できるかもし
れないというパットを打つことになったのです。ライ
ンを読んだ私に、若いガルシアさんがやってきて、
「Mr.NAKATANI, You can do it.」と声をかけ、１
ｍぐらい先の目印を指し示しました。私が読んでい
たラインとはえらい違いです。指示どおり打って10m
のパットを入れました。プロとアマが見る判断力の違
いでしょうが、彼は私の思い込みに修正をしてくれ
たのです。
他者の目で自分を見つめる訓練をするのがリベラ

ルアーツ教育です。ハーバード大学には、Faculty of 
Arts and Sciences（文理学部）、つまり教養学部し
かありません。専門教育をやらず、４年間で歴史と
か哲学とか思想とかをきちんと学んだうえで、専門
領域のスクールに進みなさいという方針です。端的
に言えば、人間としての土壌づくりであり、リベラル
アーツをやってない人間はだめというのが世界の常
識なのです。別の言い方をすれば、コンピュータの
OSにあたるシステムづくりです。いくらデータ、知
識を増やしても処理できなければしかたがない。大
事なのはシステムの性能であり、日々のバージョン
アップなのです。
世界的な視野で自分たちが置かれている立場を客
観的、総合的に見る力がないと、不適切に流されて
しまいます。かつてのリゾート法のように、ある構想
が出ると、右に倣えであちこちに同じような施設がで
きてしまう。みんなが間違った方向に向かってしまう
危険があるということです。

- 文明はいかに発展してきたか--------

世界経済の話に移ります。考えたいのは、人類文

明はいかに発展してきたかという、大きなテーマです。
ぜひ、読んでもらいたいのは、世界的なベストセ

ラーになっている『サピエンス全史　文明の構造と
人類の幸福』という本です。ユヴァル・ノア・ハラリ
さんという40歳前半の若いイスラエル人の著作で、
人類が、巨大な文明を発展させた原動力は何かを考
察しています。おもしろい視点だと思ったのは、「神
話」という存在に着目している点です。農耕社会前、
人類は木の実があるところに集落をつくって狩猟採
集生活をしていました。集落間の行き来はほとんど
なく、ゆえに平和でもあった。しかし、小さな共同体
だけで生活しているとパワーに限界がある。小さな
共同体に縛られず、何らかの形でネットワークをつ
くって共同作業をしようという動きが出てきます。そ
の動きを支えたのが神話だというのです。
時代、時代において、人間は一定の虚構である、

ある神話を信じて生きてきました。中世ヨーロッパで
はカトリックという宗教が神話でした。貨幣だって神
話です。貨幣は実は何の裏づけもない存在で、場合
によっては紙くずになるかもしれない。日本でも将来、
貨幣が紙くずになる危険性は結構高いと思います。
1,300～1,400兆円もの国家債務を返済するとすれば、
方法は２つしかありません。１つは増税して財政再
建していく。地道に財政バランスを回復していく方
法ですが、政治家にとって増税は、政治生命に影響
する勇気のいる決断になるでしょう。もう１つの方法
はインフレ誘導です。戦後日本もやりましたが、ハイ
パーインフレにもなれば債務は実質的に目減りします。
もちろん、貨幣は安定していなければならず、その
ために中央銀行が各国につくられ、我々は貨幣の安
定価値を信じています。しかし人々が政府を信じな
くなれば貨幣価値は暴落することになるでしょう。

中谷　巌（なかたに　いわお）  
略 歴

1942年　（昭和17年）大阪生まれ
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2001年　多摩大学学長（～2008年３月）
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主な著書
•資本主義以後の世界［徳間書店　2012年］
•日本の「復元力」～歴史を学ぶことは未来をつくること［ダイヤモンド社　2010年］
•資本主義はなぜ自壊したのか［集英社インターナショナル　2008年］
•入門マクロ経済学（第５版）［日本評論社　2007年］
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•痛快！経済学［集英社文庫　2002年］
•日本経済の歴史的転換［東洋経済新報社　1998年］
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宗教、貨幣、人権、資本主義など、我々はいろん
な神話を信じ、世界中がおおむね共通の価値観で動
いています。いいか悪いかは別にして、人類の進む
方向はその時代特有の「神話」に依存しているとい
うのが、ハラリさんの視点です。

-
グローバリゼーションという
神話への疑問

--------

現在、我々が最も強く信じている神話はグローバ
リゼーションだと思います。過去30年以上、世界中
の人が、人、モノ、金が自由に国境を越えて行き来
できるような社会こそが、善であり正義であると信じ、
グローバリゼーションを推進してきました。
ところが近年、グローバリゼーションという神話に
対してクエスチョンマークをつけられるようになりま
した。トランプ政権やルペン党首などの登場が象徴
的です。私はトランプ氏が当選すると予想していま
した。なぜなら、グローバリゼーションによって、格
差が拡大して、エリートと庶民、あるいは金持ちと
貧困層といったように、いろんな形で社会が分断さ
れるという事態が起こっているからです。レーガン政
権当時、アメリカ国民１％の富裕者が富の８％を稼
いでいました。今では20％分を稼ぎ、高い報酬を得
ています。一方では、貧困層の生活は苦しさを増し
ています。トランプ氏が貧困層の不満を吸収する存
在になったのは確かでしょう。
もちろん、勝利の要因はそれだけではありません。
もう１つは、トランプさんが、ポリティカル・コレクト
ネス、つまり自分は差別主義者じゃないというこれま
での枠組みに従わなかったことです。障害者、ジェ
ンダー、年齢、宗教、国籍を背景にした差別排除は
常識であり、絶対視されてきました。特に政治家は
差別用語を口にするのは厳禁です。自由にものが言
えないような窮屈感を感じていた人は多いと思いま
す。オバマさんなどは大変なエリートで、演説は何
の非もなくて、いつも正しくて格好がいい。しかし聴
衆というのは厄介なものです。お行儀のいいことだ
らけだと、偽善的なのではないかと思う心理も働い
てしまいます。トランプさんは、イスラム教徒を入国
させないとか、メキシコとの国境に壁をつくるとか、
ポリティカル・コレクトネスを守ってきた人からすれ
ば、とんでもない発言を繰り返します。ところが、と
んでもない発言が聴衆受けした面があります。率直
に言ってくれる政治家がようやく出てきたかという感
じでしょうか。私は、トランプさんを支持したのは貧

困層だけでなくて、ポリティカル・コレクトネスの欺
瞞性に嫌気がさしたエリート層も多かったのではな
いかと思っています。
イギリスのEU離脱は経済的損失を考えるとあり得

ないとエリートは思っていました。ところが離脱派の
勝利です。人、モノ、金の移動を自由にした結果、
住民の生活はよくなったかというと、そんなことはな
いと実感する人が増えていたのです。イスラム教徒
が隣に住むようになり、早朝からコーランを詠唱して
る。非信者にとっては騒音にすぎない。信仰にせよ
生活態度にせよ習慣にせよ、ことごとく違うのですか
ら非常に違和感を覚えることになる。グローバリゼー
ションに矛盾を感じている人が増えたのだと思いま
す。
グローバリゼーションがもたらした副作用というの

は、想像以上に大きいことが２つの選挙で明らかに
なりました。

- 格差社会への警告-----

『21世紀の資本』というベストセラーを書いた、フ
ランスの経済学者トマ・ピケティさんが述べているの
は、資本主義というのは基本的に格差を助長するシ
ステムだということです。彼はグローバル資本主義
というのは格差を拡大させた実態を200年間のデータ
などを使って示しています。
産業革命以来、平等化が進んだ時期が１回だけあ

りました。２回の世界大戦があった20世紀前半です。
19世紀の戦争は局地戦でしたので、勝敗が見えてく
るとお互い被害を少なくしようと戦いを収めた。しか
し近代兵器が精緻になると、破壊力は巨大になりま
した。第１次世界大戦、第２次世界大戦は国の総力
戦です。総力戦は、膨大なお金が必要となります。
そのお金を誰が負担したか。19世紀のヨーロッパは、
まだ貴族階級に富が集中していて、人口の１％ぐら
いしかいなかった貴族が富の90％を独占していまし
た。国の総力戦ともなれば、国は貴族階級のお金に
頼るしかありません。貴族からいろんな形でお金を
徴収し、貴族階級が財政的に戦争をサポートした、
という構図です。戦争をやると当然、お金は残らな
い。結果、最も平等な時期を迎えることになったの
です。
歴史家は、戦後1970年ぐらいまでは資本主義の黄

金時代だったと評します。平等であり中間層が多
かった社会です。中間層が多いということは、工業
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製品が売れるということです。格差が拡大すると工
業製品は売れません。
今、資本主義の黄金時代を支えた中間層が疲弊し

てきています。格差拡大が顕著になり、21世紀の終
わるころには、再び貴族社会のように１％の富裕層
が富を独占するような、完全な格差社会に逆戻りす
るかもしれません。ピケティさんの警告です。
とはいえ、現状はまだ圧倒的に主流なのが、いわ
ゆる新自由主義で、人、モノ、金を自由に移動させ
ることこそが正義だと我々は信じて生きています。21
世紀の新しい神話として、やはり格差を是正して、
平等をある程度実現していくような方向につくりかえ
ていく必要があると思います。

-
トランプ政権の「アメリカ・
ファースト」とは

--------

グローバリゼーションに疑問を持った人たちの支
持を得て誕生したトランプ政権ですが、トランプさん
がグローバリゼーションに対抗できるような新しい思
想的基盤を提供しようとしているかは大いに疑問で
す。
トランプさんは超富裕者です。彼は、財務長官に
ゴールドマン・サックス出身者を選任しました。歴代
アメリカの政権は、財務関係の閣僚をウォールスト
リートから連れてくることが多く、今回も同様でした。
トランプさんがやろうとしているのは金融のいっそう
の規制緩和です。リーマンショックを機に、ドッド=
フランク法という金融規制の法律が成立した経緯が
ありますが、彼は、規制を取り払い自由にすべきだと
言います。なぜなら金融はアメリカの競争力のある
産業だからだそうです。一方では、自動車をはじめ
米製造業は力がないので保護主義でいこうとしてい
ます。都合が良すぎです。これが「アメリカ・ファー
スト」の中身です。
日本は、オバマ政権までずっと行儀よくつき合っ
てきました。しかし、トランプ政権下で行儀よくつき
合っているとやられてしまいます。トランプさんは、
日本でアメリカ車が売れないのは市場が閉鎖的であ
るからだと発しています。アメリカ車の関税はゼロで
すが、日本からアメリカに持っていくときは2.5％の関
税を取られているのです。アメリカが有利になるよう
配慮してきたのに、とんでもない発言です。個別
ディールで、トランプさんの理不尽さを認めてはいけ
ません。事実誤認に基づく要求への対応法、能力を
身につけなければいけないと思います。

- 格差拡大が総需要不足の元凶----------

資本主義は40～50年前までは順調に発展してきた
と思います。
イノベーションで、動力、電気、自動車、飛行機、
電話、インターネットが発明され、資本主義を牽引
しました。広域なフロンティアがあったことが、資本
主義の強さであったと思います。今はどうでしょう。
ある人がこう言っています。木に果物がいっぱい
実っていたが、人間は手が届く果物を全部取ってし
まい、今は高いはしごでもかけない限り果物を取れ
ない、と。
資本主義が発展してきた時には、右肩上がりの循
環があって、人々は世界の進歩史観を信じていまし
た。将来よくなると信じられたから、信用創造が行
われて、投資が活発になって、経済は成長するとい
う流れがあったのです。成長が成長を招いて、将来
への信頼はますます強くなる。その循環がある間は、
資本主義は伸長していきます。
ところが、現在は成長率が落ちています。日本に
おける潜在成長率は下がり、2016年はほぼゼロ成長
です。日本の潜在的な成長能力０％台だということ
が明確になってきました。成長率を決めるのは、労
働投入と資本ストックとイノベーションという３つの
要因です。人口減少社会ですから労働投入の増加は
もう期待できません。最近は残業規制をもっと厳しく
する流れもありますから、労働投入は減ります。資
本ストックは新しい投資が出てこないと増えません。
しかし、人口減少下、マーケットがシュリンクしてい
くような状況下で投資は期待できません。実際、ゼ
ロ金利なのに投資がほとんど増えない状況が続いて
います。３番目のイノベーションについては、先ほど
申し上げたとおり、フロンティア領域が縮小していま
す。今のイノベーション領域は、一般庶民には手の
届かないiPS細胞やAIなどに限られています。ふつう
の人が、よし頑張ろうと切り開けるような領域ではあ
りません。
資本主義の長期停滞には、もう１つの大きな理由
があります。格差拡大です。格差拡大で年収が200
万円以下のワーキングプアが1,000万人超というレベ
ルにあります。貧しい人はわずかな収入を生活消費
にすべて充てます。一方、富裕層、例えば年間何千
万円も稼ぐような人の消費性向は低い傾向がありま
す。つまり、格差社会では市場の需要が低迷するの
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です。当然、投資が発生しないという悪循環です。
格差拡大こそが総需要不足の元凶だと、私は見てい
ます。
もう１つ補足しておきましょう。つい最近までマイ
ナス金利、ゼロ金利が話題になっていました。でも、
マイナス金利やゼロ金利というのは資本主義と相性
が悪過ぎると思います。なぜならば資本主義という
のは、資本投資のリターンをできるだけ大きくしよう
とする、資本の自己増殖の動きだからです。投資機
会がたくさんあれば、お金を借りて投資しようと思い
ますが、現在は投資する機会が少ない。ゼロ金利が
続いているということは、利益を生むような投資機
会がないからであり、ほぼゼロ成長に等しいという
現れなのです。もし成長する経済でしたら、必ず金
利は上がっていきます。なぜなら、みんながお金を
借りようと動くからです。ゼロ金利というのは資本主
義を終焉させると理解しなければならないと思いま
す。そんな覚悟が必要な状況だと、私は思っていま
す。

- シムズ理論の現実性------

アメリカの経済学者にクリストファー・シムズ氏と
いうプリンストン大学の教授がいます。私は20代後
半にハーバード大学に留学しましたが、シムズさん
はすごい秀才で、20代半ばで博士号を取得して、
ハーバードで助教授をしていました。シムズさんは、
インフレを望むならば金融政策だけでは無理であり、
財政拡大が必要だという論者です。私もシムズさん
の言うとおりだとは思いますが、日本は巨大債務を
抱えており、日銀が市中に資金を供給する異次元の
金融緩和政策頼みの現状があります。インフレ目標
２％は達成できていません。
シムズさんは、消費税増税などせず、どんどん金

を投入しろと言うのですから、まあ無責任と言えば
無責任です。政府が財政出動に動くと、日本政府は
借金を返すつもりはないらしい、将来はハイパーイン
フレが来るとみんなが思うでしょう。シムズ理論とい
うのは、インフレへの強烈な誘惑です。政治家に
とっても誘惑です。なぜなら財政を拡大すれば、選
挙民が、よくやってくれたと投票してくれるからです。
ケインズ主義というのは、有効需要創出が目的で、
民主主義とケインズ政策を組み合わせると、必ず財
政拡大に動く。それを後押しするのがシムズ理論な
のです。

確かに、インフレをつくり出すことには成功するで
しょうが、日本政府が望んでいるように２％や３％の
マイルドなインフレになるという保証はありません。
人々の期待が変わり、経済行動が劇的に変わるとい
うことは、変化も劇的で20％とか30％、あるいは
100％のインフレになるかもしれないのです。すでに
日銀は巨大な資金をマーケットに供給していますから、
インフレに火がついたら止められないと思います。
シムズさんは、政治家ではないので政治的責任を
取るつもりはございませんと断ったうえで論を述べて
います。日本の財政問題は今、非常に微妙な段階に
あると思います。

- 西洋的価値観の系譜----------

では、日本はどう考えたらいいのでしょうか。
冒頭でも触れた、ウォーラーステインさんというア
メリカの社会・歴史学者は、西洋がこの400～500年
の間、世界に対してなしてきたことを整理すれば、
基本的に「非西洋諸国の征服」であったと指摘して
います。
大航海時代、中南米に上陸したスペインは、文明

は野蛮の害悪を正すのだと主張しました。生け贄の
習慣など、西洋的な感覚からいうと、あなたたちは
野蛮である。マリア様やイエス・キリストの像を掲げ
て、私たちこそが文明であり、あなたたちはキリスト
教に改宗すればいい。我々が統治してあげましょう
という理屈で征服に乗りだしたところ、金銀銅の鉱
石が大量に埋まっていたことを知ったのです。16世
紀、大航海時代の貿易で使われていた共通通貨は銀
でした。スペインは金銀銅を先取りで掘り当てて、
スペイン帝国を築き、無敵艦隊さえもつくったのです。
そして18～19世紀、中国やインドに入っていきま
す。中国やインドには西洋人にとってすばらしい物
がたくさんありました。景徳鎮の陶磁器、お茶、絹
織物などなどです。西洋に持ち帰った物品は珍重さ
れ模倣もされ、マイセンのような磁器へとつながって
いきます。文明が野蛮の害悪を正すなどという言い
方はもうできなくなりました。西洋の優位性を保とう
と新たに用いた言葉が「オリエンタリズム」です。
人権、民主主義、平等、博愛などの西洋近代の基本
的な概念を理解しない人たちであるという位置付け
です。西洋が求めているような人間の解放というも
のについて、東洋には問題が多々あるから植民地と
して支配してしまえ、というのが、帝国主義のロジッ
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クでした。
さらに20世紀、21世紀になってきますと、もう「オ

リエンタリズム」なんて言えなくなりました。例えば、
日本なら民主主義化も西洋化もしています。西洋が
新たに用いたロジックは科学的普遍主義、つまり科
学万能主義です。我々の生活を支えている要素には、
真、善、美があって、真の部分はデータ的に実証さ
れる理屈があるものです。科学技術で先を走る西洋
の真こそ王様なりということです。私はアメリカに留
学して、アメリカ的な価値観に基づいていろいろな
経済理論に触れました。日本の歴史的伝統や文化的
価値から考えると、あなた方が立てようとしている個
人主義的、金銭崇拝的なベーシックな仮定で理論化
することに、違和感があると述べたら、先生が、「文
化のようなローカル的なことを言い出した人は、それ
だけで負けなのだ」と手厳しいのです。私は善とか
美意識も大事でしょうと言いたかったのですが、あく
まで真、ロジックだけで全てをとり仕切れというので
す。
西洋が非西洋を征服してきたグローバル資本主義

は行き詰まってきました。加えて今後20年ぐらいで
世界人口も減少していきます。エチオピアではもう10
人も子どもを産むなんてとんでもないという意識に
なっています。エチオピアの女性が多産へ抵抗感を
覚えるようになった理由は、西洋的な個人主義思想
の浸透です。インターネット、テレビから流れる世界
の情報に触れ、近代化した社会というものを目にし
ます。子どもは１人か２人で、しょうしゃな家で生活
してる映像が映し出され、徐々に意識変化が起こっ
てきます。世界の出生率は50年ほど前が５、現在は
2.2ぐらいで推移しています。ある人口学者は、50年
先、世界の出生率は1.0になると見ています。20年先
には世界人口はピークアウトして、従来型の資本主
義も成長しなくなるでしょう。

- 日本的な文化価値観--------

さて、大きな歴史の流れの中で、日本は、神話の
書き換えに貢献できるでしょうか。とても難しい課題
だと思います。ただ、日本には、西洋の「資本の論
理」にはない、「共同体の論理」が働いていることを
指摘しておきたいと思います。
例えば、米コダック社はアナログのフィルム需要

がなくなると倒産という選択をして市場から撤退しま
した。一方、世界市場をコダックと競っていた富士

フイルムはいまも健在です。「資本の論理」からすれ
ば、富士フイルムだって撤退しておかしくないので
すが、日本には人の縁という文化があって、どうに
か一緒に頑張りたいねという心根のもと、基礎技術
を生かして、知恵を出しあってみようとしたのです。
そして業態変換をものすごい勢いで進めて、売上高
２兆円超の企業として生き残っているわけです。「資
本の論理」ではなく、「共同体の論理」があったから
こそ生き延びられたということです。
トヨタは、米トヨタの立ち上げで苦労しました。ア
メリカの企業というのは基本的には選ぶ文化、日本
の企業は基本的に育てる文化です。アメリカのメー
カーは部品や技術、人材などは市場から調達すれば
よいとするが、トヨタはあくまで品質重視の企業文化
だそうです。自分たちは命を預かっている商品をつ
くっているのだから、製品は品質重視で着実な経営
をやりたいと当時のトップが語っていました。このよ
うな、トヨタの価値観を体現してくれるような人たち
は、労働市場から連れてくるのではなく、自社で長
期的に育てる必要があるというわけです。
東レはかつて倒産寸前の企業でした。40年をかけ

て炭素繊維の製品化に成功し、今では旅客機などに
採用されています。利益が出ないのなら撤退しよう
という「資本の論理」では、炭素繊維は世に生まれ
てこなかったと思います。炭素繊維技術はいまや日
本のお得意芸です。
このように、日本には西洋にはないすばらしい企
業文化があると見るべきでしょう。東レのトップは次
のような主旨のことを言っていました。「世界で行わ
れていることは全て正しい。それぞれの国には各様
のやり方があって、伝統、習慣、価値観、美意識も
異なる。異を唱えるつもりはないが、私たちは、東レ
が正しいと思っていることは絶対に守り抜きたい
―」。つまり、かつての西洋が世界進出でやってき
たような価値観の押しつけはしないが、自分たちが
大事に引き継いできた日本的な価値観、思いを貫徹
したいのだと、私は感じたのです。
20世紀までの世界は、西洋的な普遍性が世界の価

値観を支配していましたが、日本的な普遍、中国的
な普遍、イスラム的な普遍という概念があります。難
しい議論ですが、20世紀までのグローバル資本主義
を軸に思考したら、地方はますます疲弊していくの
ではないでしょうか。首長は、何をやれば地方の再
生が可能になるのかという根本的なテーマを、巨視
的視野で判断していただきたいと思います。
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